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災
害
は
、い
つ
、ど
こ
で
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
、日
頃
の
備
え
や
心

構
え
が
大
切
で
す
。家
庭
内
で
十

分
話
し
合
い
、避
難
場
所
や
避
難

す
る
時
の
経
路
な
ど
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、家
族
の
連

絡
方
法
と
し
て
、遠
方
の
親
戚
な

ど
に
連
絡
し
情
報
を
取
り
次
い
で

も
ら
う
方
法
や
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」、携
帯

電
話
会
社
の
「
災
害
伝
言
板
」を

活
用
す
る
な
ど
家
族
で
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。　

　

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、大
地

震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な

風
水
害
が
発
生
し
、電
話
が
つ
な

が
り
に
く
く
な
っ
た
場
合
、伝
言

を
残
し
た
り
、聞
い
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、公

衆
電
話
や
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
も
使
用
可
能
で
す
。１
伝
言
あ

た
り
30
秒
、１
電
話
番
号
あ
た
り

１
～
10
件
の
伝
言
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。録
音
保
存
期
間
は
48

時
間
で
す
。災
害
時
の
安
否
確
認

に
有
効
な
手
段
の
１
つ
で
す
。

　

市
で
は
、宿
泊
が
可
能
な
二
次

避
難
場
所
を
別
表
の
と
お
り
34
カ

所
指
定
し
て
お
り
ま
す
。お
近
く

の
二
次
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す　

　

家
族
で
決
め
て
お
こ
う

　
　
　
　
　
　
　

災
害
時
の
行
動

我が家でできる簡単防災チェック
　この機会にチェックしてみましょう。特に備蓄食料について
は、市では避難所生活が必要となる想定避難者分のみ備蓄を
行っております。したがって、各家庭における備蓄が大切とな
ります。
□非常食（家族３日分）を備えてある※１
□飲料水（１人１ℓ・家族３日分）を備えてある※１
□懐中電灯、携帯ラジオ、予備の電池を用意してある
□非常用持ち出し袋を用意してある
□風呂に水をため置きしてある
□救急医療品を用意してある
□衣類、下着、毛布などを用意してある
□冷蔵庫など大型家電や家具の転倒防止をしてある※２
□タンスや本棚の上に重い物を置いていない※２
□ブロック塀や石垣を補強してある
□ガスの元栓や電気のブレーカーの位置を確認してある
□日頃から地域での活動や人付き合いを大切にしている
□自宅の耐震性を確認している（昭和56年５月以前の木造　　　　　　
　 住宅の場合は建築士に相談してみましょう。）※３

※１　市では、ローリングストック法による備蓄を推奨。　
　はじめに、いつもの２倍の食品などを購入。半分の量を使った
　ら、同じ量を購入し補充する方法。
※２　過去の震災では、建物に特別な被害がなくとも、家具の転　
　倒や散乱により逃げおくれたり室内でケガをされたりした方が　
　多数発生しています。
※３　市建築課では、年５回耐震相談会を開催しています。また、　
　昭和56年５月以前の木造住宅の耐震診断及び耐震改修の補助を
　行っています。
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